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２．研究業績要旨（1,000 字以内） 

 難消化性糖類の有効利用と栄養生理的意義のさらなる解明を目指し、その消化管内動態、

腸上皮組織との相互作用、大腸発酵代謝産物を介した粘膜免疫修飾作用について、一連の検

討を行い以下の知見を得た。 

食物繊維（DF）定量法の再評価：回腸末端を直腸に吻合したラットでの消化率、刷子縁膜酵

素を用いた人工消化の結果から、現行の AOAC公定法では膜消化の概念が欠如しており、構成

糖がグルコースである DF素材では DF値の過大評価が生じることを明らかにした。(4) 
遠位結腸への酪酸送達を意図した食事戦略：消化抵抗性デンプン（RS）は、その摂取量が増

すと大腸発酵基質としての炭水化物/窒素比（C/N）の不均衡を生じ、大腸ではコハク酸濃度

が上昇し発癌予防効果が期待される酪酸濃度は低下する。また易発酵性である RSは大半が近

位結腸で消費され、発癌部位である遠位結腸での酪酸濃度は高まらない。これらを解決する

ため候補者は、卵白 resistant proteinや酵素合成した oligo-Metを用い、これらの素材を

RS と同時摂取することで C/N比が是正され酪酸濃度は顕著に高まること、また、極少量のサ

イリウムの同時摂取が RSの発酵速度を調節し、遠位結腸での酪酸濃度を高く維持することを

見出した。(8,9,10) 
DF 摂取時の小腸ムチン分泌促進機序：不溶性 DF は嵩に、水溶性 DFは粘性に比例して杯細胞
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数を増加させ小腸ムチンの基礎分泌を高めること、一方、ペクチンは杯細胞数とは無関係に

空腸 Muc2発現量の上昇を介しムチン分泌量を増大させることを見出し、細胞レベルでの解析

からペクチン分子の側鎖が活性本体（secretagogue）であることを明らかにした。(1,5,6,7) 
小腸由来ムチンの粘膜免疫修飾作用：大腸に流入するムチンやその構成糖 GlcNAcは細菌数の

増加や菌種多様性の上昇をもたらすと同時に、酪酸濃度の上昇を介して粘膜組織における

IgA 形質細胞および制御性 T 細胞比率を高めることを見出し、ムチンは“endogenous DF”と

して宿主-腸内細菌の相利共生関係の維持に寄与することを明らかにした。(2) 
難消化性オリゴ糖の大腸 IgA 分泌促進機序：フラクトオリゴ糖を比較的多量に摂取させたラ

ットで認められる大腸 IgA 分泌量の増大は、一過性の生理的炎症に起因することを明らかに

し、この作用が粘膜免疫の成熟を促すことを提案した。(3) 
 

 以上の知見が RSおよび DF研究の新展開に繋がることを期待している。 
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activity and fatty acid profiles of several lipids in rats fed different fats. Biosci 
Biotechnol Biochem, 66 (7): 1605-1609 (2002). 

71. Kasaoka S, Hase K, Morita T, Kiriyama S: Green tea flavonoids inhibit the LDL oxidation 
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73. *● 笠岡誠一, 森田達也, 猪飼利圭, 大橋晃, 桐山修八：ラットの糞便排泄に及ぼすハイア
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in rats fed a cholesterol-free purified diet. J Nutr, 127(3): 470-477 (1997). 
86. Morita T, Oh-hashi A, Kasaoka S, Ikai, M, Kiriyama S: Rice protein isolates produced 
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89. Morita T, Ebihara K, Kiriyama S: Dietary fiber and fat-derivatives prevent mineral 
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97. Matsubara T, Hayashi A, Morita T, Nozawa Y: Cerebroside of the dimorphic human 
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105. 森田達也, 柳沼英哉, 小瀬木幸司, 野沢義則：二形性真菌 Candida albicans の形質膜

脂質の変動. 真菌と真菌症, 26(3): 216 -220 (1985). 
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 ＜総説＞ 

1. ● 源田知美, 森田達也: イヌリン型フルクタンの免疫応答と大腸生理. 応用糖質科学, 

6(4): 212-218 (2016). 

2. Firmansyah A, Chongviriyaphan N, Dillon DH, Khan NC, Morita T, Tontisirin K, Tuyen 

LD, Wang W, Bindels J, Deurenberg P, Ong S, Hautvast J, Meyer D, Vaughan EE: Fructans 

in the first 1000 days of life and beyond, and for pregnancy. Asia Pac J Clin Nutr, 
25(4): 652-675 (2016). 

3. 森田達也: 食物繊維の小腸ムチン分泌促進作用. Functional Food, 7: 18-23 (2013). 
4. ● 森田達也: 食物繊維と小腸杯細胞応答. 日本食物繊維学会誌, 16 (suppl A): 35-41 

(2012). 

5. 猪飼利圭, 森田達也：レジスタントスターチの栄養生理機能. 澱粉,47: 31-46 (2002). 

6. 猪飼利圭, 森田達也：レジスタントスターチの生理作用. 澱粉, 42: 31-46 (1997). 

7. ● 森田達也、桐山修八：レジスタントプロテインの生理作用-大腸内発酵を制御するタンパ

ク質とペプチド. 化学と生物, 34(9): 564-566 (1996). 

8. 森田達也, 大橋晃, 猪飼利圭, 森岡保, 桐山修八: レジスタントスターチの生理機能とそ

の利用. 食品と開発, 31(2): 34-38 (1996). 

9. 森田達也, 野沢義則: 抗真菌剤の作用機作. 臨床検査, 35(8): 828-834 (1991). 

10. 森田達也, 野沢義則: 病原性真菌細胞膜の生化学-抗真菌剤の作用機作を中心に-. 医学の
あゆみ, 154(5, 6): 295-299 (1990). 

11. 森田達也, 野沢義則: チオカルバミン酸及びアリルアミン系抗真菌剤. 微生物, 4(1): 36-43 
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12. Brown IL, McNaught KJ, Andrews D, Morita T: Resistant starch: plant breeding, 

applications, development and commercial use (p401-412). In: Advanced Dietary Fibre 
Technology (McCleary BM & Prosky L, ed.), Blackwell Science (2001). 
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2. 杉山公男, 島田康彦, 岩井香澄, 森田達也： LPS/GalN誘導性肝炎に及ぼす摂取タンパク質

の影響. 必須アミノ酸研究, No. 164, pp. 87-93 (2002). 

3. 桐山修八, 笠岡誠一, 長谷耕二, 猪飼利圭, 森田達也：レジスタントプロテインによるラ

ット盲腸内発酵制御-オリゴメチオニンの添加効果. 必須アミノ酸研究, No. 154, pp. 5-14 
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4. 桐山修八, 大橋晃, 笠岡誠一, 猪飼利圭, 森田達也: レジスタントプロテインによるラッ

ト盲腸内の発酵制御.必須アミノ酸研究, No. 146, pp. 19-26 (1996). 

5. 桐山修八, 森田達也: 抽出法及び酵素法でえた二種類の米タンパク質の栄養評価と血漿コ
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（3） 過去 5年間の本学会での活動状況 

 シンポジウムなど 

  2019年 第 73回大会 教育講演 「栄養と腸内フローラから考える腸内環境からの健康科  

      学」、座長 
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  2019年 第 73回大会 シンポジウム 「ホールグレインフーズ 化学・栄養・臨床研究」、 

            オーガナイザー、座長 

  2018年 第 72回大会 シンポジウム 「腸内細菌− 宿主のクロストークとそれを修飾する  

            食餌要因」、オーガナイザー、講演と座長 

 

 学会役員・各種委員・支部役員など 

   平成 25年～現在 代議員 

   平成 30年～31年 中部支部支部長 

   平成 30年～31年 理事  

   平成 30年～31年 学会活動強化委員会委員 

 

（４） 特記事項 

   日本栄養・食糧学会、1997年度、奨励賞、「米タンパク質の栄養学的研究の新展開」 

   日本食物繊維学会、2009年度、学会賞、「レジスタントスターチの栄養生理機能に関する基盤解 

   析」 

 


